
令和５年度　施策評価シート

基本目標

政策 220 区民が安全・快適・便利に暮らし、人々の交流が生まれ、移動しやすいまちをつくる

地域で快適に暮らせる「すみだ」をつくるⅡ

R4 R5 R6 R7H30

　鉄道立体化による踏切事故防止や渋滞解消、また、道路のバリアフリー化等により、誰もが安全・安心で快適
に暮らせる交通環境が整備されています。

１ 基本計画における成果指標の状況

施策 222 安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する

施策の目標

指　標　名 道路バリアフリー整備延長

基準年(H28)

10,290ｍ

10,290ｍ

R2 R3R1H29

「区内の交通環境に満足している」区民の割合

目標

実績

指　標　名

14,630ｍ

12,567ｍ

総事業費推移（千円）

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】

施策の戦略的方向性

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。

評価結果

【上記の判断理由】

○

福祉のまちづくり推進事業のうち、施設整備助成については、区のホームページや区報、チラシなどでＰＲしていく。バリアフ
リーマップについては、内容の適宜更新に努めていく。

基準年(H28) H29 H30 R1 R7

３ 施策の評価及び判断理由

評価

Ｂ

理由

13,080ｍ

R2 R3 R4 R5 R6
目標 79.0% 85.0％82.0％

79.0%実績 82.0％

　今後も区内のバリアフリー化をさらに促進していくため、申請の簡略化や対象事業の拡大な
ど適宜要綱の見直しや周知に努めていく必要がある。

R4 1,848

R3

R2

3,051

3,165

バリアフリー化を促進するため、バリアフリー整備のための助成制度の周知を行い整備予定者の相談等を受けた。

安全で快適に移動できる空間を確保するため、引き続き、バリアフリー整備をする者に対し経費の一部を助成し、区内各所の
整備を図っていく。



4

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

5,120

目的に対する指標

年度目標値

年度実績値

直近の評価内容

評価結果

評価対象年度

0

歳　出
決算額

（千円）

福祉のまちづくり
推進事業費

現状維持

令和4年度

5

7

番号
人コスト
（千円）

歳　出
総　額

（千円）
事務事業名

4

12

11

10

9

8

6

1 1,848 3,272

3

2



令和５年度　事務事業評価シート

施 策 222

事 業 名

根 拠 法 令
関 連 計 画
実 施 基 準 実施方法 直営

事 業 内 容

終了予定

議 会 質 問
の 状 況

そ の 他
特 記 事 項

３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

3,708 3,165 7,480 4,250 4,250 4,259

2,651 2,449 6,571 3,051 1,848 4,259

82 0 2,492 732 132 2,923

2,569 2,449 4,079 2,319 1,716 1,336

71.5% 77.4% 87.8% 71.8% 43.5% 100.0%

2,639 3,272

2,651 2,449 6,571 5,690 5,120

目 的

人員体制・委託先

主管課・係（担当）

対 象 者

A.決算額（令和５年度は見込み）

障害者や高齢者など、ハンディキャップを持つ人を含めたすべての区民

墨田区福祉のまちづくり施設整備助成金交付要綱
東京都福祉のまちづくり条例、東京都福祉のまちづくり条例施行規則

常勤２

経 過

予算・決算額推移（単位︓千円）
予算現額（事業費）

[平成28年予特]　公衆浴場に対する助成について
[平成29年決特]　吾嬬立花中学校の体育館の改修について
[平成30年区民福祉]　視覚障害者誘導用ブロックについて

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

開始年度

都基準

1福祉のまちづくり推進事業費

　障害者や高齢者などを含む全ての区民が、公共的性格をもつ建築物や道路、公園、
交通施設など、安全かつ快適に利用することができるようにするため、建築主、施設管
理者その他の関係機関の理解と協力を得て、整備改善を進めることやバリアフリーマッ
プをＷｅｂ公開することにより住みよいまちをつくる。

厚生課・厚生係

03-5608-1163

福祉のまちづくり推進事業
区民が安心して暮らせる福祉のまちをつくるため、ユニバーサルデザインに基づいた施設整備やバリアフリー化を進
めることによって、障害者や高齢者など、ハンディキャップを持つ人を含めたすべての区民が、安全かつ快適に様々
な施設を利用できるようにするため、店舗や集会施設などの施設を整備する場合、その一部を助成する。

バリアフリーマップの維持管理
障害のある方、高齢者や子ども連れの方など、すべての方々が安心して外出できるよう、区の公共施設、病院、駅、
民間施設など194施設のバリアフリーに関する情報を区ホームページに掲載している。

ことばの道案内
視覚障害者のため、最寄りの駅や停留所から、区内の公共施設までの歩くルートを言葉で道案内を行う。

平成元年

平成元年　４月　東京都が福祉のまちづくり区市町村モデル地区整備事業を開始する。
　　　　　　１０月　墨田区で福祉のまちづくり整備指導要綱を施行し、整備指導を開始する。
平成４年 　１月　東京都から福祉のまちづくりモデル地区（両国駅及び錦糸町駅周辺1.5㎢）の指定を
　　　　　　　　　　受ける。（指定期間3～7年度）
平成５年 　１月　東京都から住みよい福祉のまちづくり推進事業の指定を受ける。(指定期間4～6年度）
　　　　　  　９月　福祉のまちづくり施設整備助成金交付制度を開始する。
平成２３年 ４月　バリアフリーマップを区のホームページにて公開する。

執行実績報告書P（令和４年度） P72-4

国
都
その他

執行率（％）
一般財源

財 源

予算書P（令和５年度）

B.人コスト
総事業決算額（A+B）

P136-4



節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

役務費 2 役務費 郵送料 1 役務費 郵送料 2

委託料 1,848 委託料 バリアフリーマップ管理委託等 1,848 委託料 バリアフリーマップ管理委託等 1,857

負担金補助金及び交付金 1,201 負担金補助金及び交付金 民間施設整備補助 0 負担金補助金及び交付金 民間施設整備補助 2,400

指　標 単　位 件

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ1
目標 110,000 110,000 110,000 110,000

実績 109,471 110,147 115,088 117,274

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標 115,000 115,000 115,000 115,000 120,000 120,000

実績 104,696 110,547 98,162

指　標 単　位 件

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１
目標 1 2 2 2

実績 0 0 0 0

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標 3 3 3 4 4 4

実績 5 4 0

目 的 に
対する指標
(成果指標)

指標の選定理由及び目標値の理由

指標の選定理由及び目標値の理由

民間施設整備補助

概要

予算・決算の内訳（単位︓千円）
令和４年度（決算） 令和５年度（予算）

バリアフリーマップアクセス件数

令和３年度（決算）

手 段 に
対する指標
(活動指標)

バリアフリーマップ管理委託等

郵送料

　今後も区内のバリアフリー化をさらに促進していくため、申請の簡略化や対象事業の拡大など適宜要綱の見直しや周
知に努めていく必要がある。

民間施設整備補助件数

4 令和７年度

補助件数が、バリアフリー化の整備実績となるため。目標値は、平成29年度から助成対象者となる法人を拡大したこ
とにより、利用増を見込んだ。

現状維持

　東京都福祉のまちづくり条例の整備基準への適合遵守義務のない小規模な
施設に対しての、バリアフリー化を促進するための事業を、区が継続して実施
する必要がある。令和４年度は、整備予定者の相談はあったが、令和５年度に
整備を予定しているものが多かったため、実績が上がっていない。

課題・問題点

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の
成 果

1,200,000 令和７年度

バリアフリーマップの認知度及び活用の度合いを測るため、区ホームページに掲載しているマップへのアクセス件数
を指標とした。目標値は、4年ごとに5000件ずつアクセス数の増加を目ざす。



補 助 金
名 称

根 拠 法 令

補 助 概 要

目 的

対 象

基 準

補 助 条 件

終了予定

議 会 質 問
の 状 況

そ の 他
特 記 事 項

３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

1,000 1,000 5,300 2,400 2,400 2,400

165 0 4,720 1,200 0 2,400

82 0 2,360 600 0 1,200

83 0 2,360 600 0 1,200

16.5% 0.0% 89.1% 50.0% 0.0% 100.0%

主管課・係（担当）

都基準

福祉のまちづくり整備事業（民間施設整備補助事業）

墨田区福祉のまちづくり施設整備助成金交付要綱

東京都福祉のまちづくり条例施行規則に定める整備基準に従って建築物を整備する者
に対し、その経費の一部を助成する事業

厚生課・厚生係

03-5608-1163

区民が安心して暮らせる福祉のまちをつくるため、ユニバーサルデザインに基づいた施設整備やバリアフリー化を進め
ることによって、障害者や高齢者など、ハンディキャップを持つ人を含めたすべての区民が、安全かつ快適に様々な施
設を利用できるようにするため、店舗や集会施設などの施設を整備する場合、その一部を助成するものである。

東京都福祉のまちづくり条例施行規則に定める整備基準に従って建築物を整備する者

（対象施設）不特定多数の方が利用する店舗、集会施設等（個人宅のバリアフリーなど、個人の利用目的は対象外）
            要綱で定めた規模
（整備対象）要綱に定める整備項目（手すり及びスロープ、出入口、便所、エレベーター）
（対 象 者）個人、中小企業者、社会福祉法人などの非営利法人
（助 成 額）助成対象整備項目の工事費の2分の1、限度額は整備内容による
（そ の 他）工事着手前に助成対象の認定申請を行い、認定を受ける。

経 過

開始年度 平成５年

平成　５年９月：福祉のまちづくり施設整備助成金交付制度を開始
平成２９年４月：墨田区福祉のまちづくり施設整備助成金交付要綱を改正
令和　２年４月：墨田区福祉のまちづくり施設整備助成金交付要綱を改正

予算・決算額推移（千円）
予算額（事業費）

決算額（令和５年度は見込み）

財源
国

都

その他

一般財源
執行率（％）



単　位 件

目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1
目標 110,000 110,000 110,000 110,000

実績 109,471 110,147 115,088 117,274

R2 R3 R4 R5 R6 R7
115,000 115,000 115,000 115,000 120,000 120,000

104,696 110,547 98,162

単　位 件

目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1
目標 1 2 2 2

実績 0 0 1 0

R2 R3 R4 R5 R6 R7
3 3 3 4 4 4

5 4 0

最終目標値

補 助 金 の
成 果

手 段 に
対する指標
(活動指標)

指　標

目標
実績

指標の選定理由及び目標値の理由

指　標

最終目標値

バリアフリーマップアクセス件数

　東京都福祉のまちづくり条例の整備基準への適合遵守義務のない小規模な施設に対
しての、バリアフリー化を促進するための事業を、区が継続して実施する必要があ
る。令和４年度は、整備予定者の相談はあったが、令和５年度に整備を予定している
ものが多かったため、実績が上がっていない。

令和７年度120,000

　今後も区内のバリアフリー化をさらに促進していくため、申請の簡略化や対象事業の拡大など適宜要綱の見
直しや周知に努めていく必要がある。

現状維持

課題・問題点

目標
実績

指標の選定理由及び目標値の理由

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

補助件数が、バリアフリー化の整備実績となるため。目標値は、平成29年度から助成対象者となる
法人を拡大したことにより、利用増を見込んだ。

バリアフリーマップの認知度及び活用の度合いを測るため、区ホームページに掲載しているマップへのアクセス件数
を指標とした。目標値は、4年ごとに5000件ずつアクセス数の増加を目ざす。

民間施設整備補助件数

4 令和７年度目 的 に
対する指標
(成果指標)


